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紹

介
八
木

毅

著

『
日
本

霊
異

記

の
研
究
』

福

田

益

和

本
書

は
著

者
が

日
本
霊

異
記

に
関
し

て
昭
和

三
十

六
年

以
来

諸
誌

に
発

表
し

た
も

の
と
外

に
未
発

表

の
も

の
と

を
含

め

て
体
系

的

に
ま
と

め

一
書

と
し

た

も

の
で

あ
る
。
全

体
を

第

一
部

、
第

二
部

に

分

か
ち
、
第

一
部

(
第

一
章
「

第

七
章
、

絵
章
)

は
、

霊
異

記

の
成

立

の
問

題
を
種

々
の

角
度

か
ら
論

じ

て
居
り
、

第

二
部

(第

一
章

、
第

二
章
)

は
、
文

学
史
的

観
点

に
立

っ
て
、
今

昔
物

語

に
お
け

る
霊
異

記
受
容

の
有
様

を
綿

密

に
各

説
話

ご
と

に

検
討

し
た

も

の
で

あ

る
。
著

者

の

論

は

一
つ

一
つ
が
手
堅

く
、

い
ず

れ
も
着

実
な
実

証
精

神

に
支
え

ら
れ

て
説
得

力
を
有
す

る
。
第

一
部
も

さ
る

こ
と
な

が
ら
、

第
二
部

第

二
章

に
お
け

る
今
昔

物

語
八
十
余

の
説
話

と

日
本

霊
異

記
と

の
比
較
対

照
は
著

者

の
説
話
性

に

つ
い

て
の
認

識

の
方

法
を

よ
く

う
か
が

う

こ
と

が
出
来

、

そ
れ
が
第

一
部

の
諸
論

に
も

反
映

し

て
い
る
と

思
わ
れ

る
。

以
下
、

五
六
○

頁
余

に
わ
た

る
大
部

の
本

書

に

つ
い
て
章

を
追

い
な

が
ら
紹
介

を
し

て
行

く
。

第

一
部
第

一
章

日
本

霊
異

記

の
撰

述
年
時

に

つ
い

て

霊

異
記

の
撰

述
年

時

に

つ
い
て
は
従
来

弘
仁
年

間

又
は

そ
の
末
年

説
が
有

力

で
あ

っ
た

が

、

一
方

池

田
亀

鑑
氏

の
前

田
家
本

下
巻
序

文

の
再

評
価

に
よ
り
、

そ

こ

に
年
時

あ
る
延

暦
六
年

原
撰

説
が
有

力
と

な

っ
た

。
そ
れ

を

ふ
ま

え
た
上

で
、

前

田
家
本

・
真

福
寺

本

の
比

較
を

通
じ

て
前

田
家
本

が
未

精
撰
本

で

あ

る

こ
と

を
認

め
、
来
迎

院
本

の
新
た

な
出

現
に
よ

っ
て
そ
の
説

の
正
当

性

を
示

そ
う
と
し

て
い
る
。

同
第

二
章

日
本
霊

異
記

の
成

立

に
関
し

て

前
章

に
お

け
る
前

田
家
本

・
真
福

寺
本

の
比
較
を

更

に
お
し
進

め
、

形

態
上

の
著
し

い
相
違

か
ら
前

田
家
本

下
巻
前

半
部

が
原
初

的
な
形

態
を

示

す
も

の
と
考

え
、
用

字
等

の
違

い
、
更

に
は

真
福
寺
本

の
訓
釈
配

列

の
混

乱

の
事
実

か

ら
前

田
家

本
下
巻

が
初

稿
本

に
近

い
未

精
撰
本

で
あ

っ
て
、

そ

の
後

に
増
補

、
よ

り
精
撰

せ
ら

れ
た
も

の
が
真
福

寺
本

(
但
し

、
下
巻

後

半
部

は
や

ゝ
未
精

撰
)

で
あ
る
と

し

て
い
る
。

同
第

三
章

日
本

霊

異
記
と

冥
報

記

前

半
]
日
に
お

い
て
は
、

両
書

の
関
係

に

つ
い
て
検
討

し

両
書

が
法
華

経
を
重

ん
ず

る

こ
と

、
俗
事

で
因
果

の

理
を

示
す

こ
と
等

に

お

い

て
共

通
点
を
有

す

る
も

、
同

一
モ
チ
ー

フ
の
説
話

で
も
表

現
上
著

し

い
懸

隔
が

あ
る

こ
と
、
説

話
配
列

の
基
準

そ

の
他
に
相

違
が

あ
る

こ
と

か

ら
、

類
話

的
関
連

説
話

は
あ

っ
て
も

冥
報
記
を

原
典

だ
と
明
確

に
言

え
る

も

の
は
皆

無
だ
と

す
る

。
後
半

口
は
、

両
書

の
関
連
説

話
を
対

照
し
、

冥

報

記

に
影
響
を
受

け

て
い
る
と

み
る

べ
き
霊

異
記
説
話

は
従

来
言
わ

れ

て

い
る

よ
り
も

か
な
り
多

い

こ
と

を
指

摘
し

て
い
る
。

同
第

四
章

日
本
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霊

異

記

の
撰
述

と
景
戒

霊
異
記

三
巻
所

収
説
話

の
冒

頭
部
分

の
語

り
口

を

考
察

し
、
撰

述

の

順
序

が

下
巻

↓
巾
巻

↓
上

巻

の

順

に

為

さ
れ

た

こ

と

、
霊

異
記

の
成
立

に
は
沙

弥
鏡

日

の
影

響
が

大
き

か

っ
た

こ
と
、
本

文

に
紀
伊

の
国
特

に
名

草

の
郡
が
頻
出

す

る

の
も

鏡
日

に
帰

因
す

る

こ
と

、

更

に
景
戒

に
は

権
威

に
対
す

る
強

い
憧
憬

が
あ

り
、
為

に
自
度
僧

意
識

を

も

っ
て
い
な

か

っ
た

と
し

て
、
霊

異
記
を

反
官

反
体
制

の
私
度
僧

た

ち

の

唱

導
文
学

だ
と

す

る
説

は
正

し
く

な

い
と

し

て
い
る
。

同
第

五
章

日

本

霊
異

記

の
序

文

霊
異

記
三
巻
所

収

の
説
話

の
年
時
、

配
列
、

収
録

数

の
検
討

か
ら

下

・
中
巻

に

は
景
戒

の
体
験

的
史
観

に
基

づ
く
時

代
区
分

に

よ
る
近
代

・
中

世
が

編
ま
れ

、
上
巻

は
万
葉

集
と

同
じ

く

「
雄
略

天
皇

」

を

冒
頭

に
す

え
る
書

承
的
編

集
が
為

さ
れ

た
と
す

る
。
更

に
、
各

巻
序

文

の
形
式
内

容

の
詳
細

な
分
析

に
よ

っ
て
、

下
巻
序

は
具
体

的

・
総
括
的

、

上

巻
序

は
概
念
的

・
総
括
的

で
総
序

的
性

格
を
有

す
る
が

、
中
巻

序
は

そ

れ

等
と

や

ゝ
趣

き
を

こ
と

に
し

て
い
る
と

述

べ
て

い
る
。

同

第
六
章

日
本
霊

異
記

に
お
け

る
世

界
解
釈

と
教
訓

副
題

に
「
地

獄
と

殺
生
戒

と
」

と

あ

る
。
源

信

の
往

生
要
集

に

み
ら
れ

る
仏
教
世

界

の
体

系
化

が
霊

異
記

に
は

み
ら
れ

ず
、
景

戒
は

た

ゴ
末

世
的

切
迫
感

と
官
僧

的
使
命

観
と

を
も

っ
て
執

筆
し

て

い
る
と
し

、
そ

こ
に

み
ら
れ

る
地

獄

の
構

造

を
分
析

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
黄
泉

の
観

念
が
混

合
し

て

い
る
こ
と
を

認
め

る
。
更

に
、

景

戒

は
因
果
応

報

の
思
想

を

か
ざ
し
、
地

獄

の
恐
怖

に
よ

っ
て
現
報

を
強

調
し
、

殺
生

禁
断
と

放
生

と
を
楯

の
両

面
と

し

て
民

衆
を
歪

曲
し

た
仏
門

の
世

界
観

に
ひ
き

こ
も
う

と
し

て

い
る
と
論

ず
る
。

同
第

七
章

日
本

霊
異

記
研
究

に
お
け

る
説

話

の
分

類

日
本
霊

異
記
説

話

の
文
学
性

追
求

の
た

め

の

一
つ
の
基

礎
的

な
方
法

と

し

て
説
話

の
分

類
に
言

及
し
、

目
録

標

題

の
分
類

の
試

み
に
よ

っ
て
上

巻
は
中

・
下
巻

に
比

べ
て
整
理

せ
ら
れ

た
標

題
を

つ
け

て
い
る

こ
と
を

認
め
る
。

又
、

従
来
為

さ
れ

て
来

た
説

話

分
類

に

つ
い

て
研
究

史
的

に
論

じ
た
後
、

最
近

の

「
説

話

の
整

備
度
」

な

る
観
点

を
も

っ
て
説

話

の
構

造
を
数

値
化
す

る
方

法

に
対

し

て
は
疑
問

を

な
げ

か
け

て
い
る
。

同
絵

章

日
本
霊

異
記

か
ら
見

た
万
葉
集

万
葉

集
と

日
本
霊

異
記
と

は
開
巻

第

一
に

い
ず

れ
も
雄
略

天
皇

を
据

え

て
い
る

等

の
共

通
点

を
有
す

る
が
、

一
方

い
わ
ゆ

る
白
鳳
期

に

か
け
る
比

重
が
両

書

で
は
相
違
す

る

こ
と
を
述

べ
、

万
葉
集
巻

一
・
巻

三

の
巻
頭
歌

が
壬
申

の
乱

に
活
躍

し
た
大
伴

氏
、

小
子
部

氏

(霊

異
記

上
巻
巻

頭
に
所

出
)
と

の
関
連

の
上

で
、

必
然

的

に
採
択

せ
ら
れ

る
に
至

っ
た
事
情

に

つ
い
て
論

じ
た
も

の
で
あ
る
。

第

二
部
第

一
章

今

昔
物

語
撰
者

は

日
本

霊
異

記

を

ど
の
や
う

に
受
容

し

て
ゐ
る
か

書
承

関
係

の
明
確

な
も

の
と

し

て
日

本
霊

異
記
と
今

昔
物

語
と
を

比
較

し
、
次
章

の
各
論

の
成

果
を
も

と

に
し

て
の
い
わ
ば

総
論
的

面
を
有

す

る
。

そ

の
中

で
、
霊

異
記

の
現
伝

諸
本
と

今
昔

物
語
、

類
話

配
列
、

聖
代
表

記
、
標

題
等

々
の
各
項

目
に

つ
い
て
両

書

の
文
学
性

を
比
較
検

討

し
、
霊

異
記
受
容

の
諸
相

を
多

角
的

に
把
握

し

よ

う
と
し

て

い
る

。
同
第

二
章

今
昔
物

語

に
お
け

る
霊

異
記

の
受
容

A
「
昔

物
語

が
霊
異

記
を

原
典

と
し

て

い
る
と

見

ら
れ

る

八
十

余

の
説

話

(著

者
は

「
説
話

」
を

「
説
話
集

」
に

お
け
る
単

位
概
念

と
し

て
明
確

に

規
定

す
る

。
)

に

つ
い
て
、
標
題

・
本

文

の
両

面

に
わ

た

っ
て
そ
れ

ぞ
れ

比
較

対
照

し
、

そ
の
受
容

の
仕
方

を
徹
底

的

に
追

求
し

た
も

の
。
本
章

の

み
に
三
○
○

頁
を

費

や
し

、

そ
の
重

さ

を

読
者

に

自

ず
と

教

え

て
く
れ

る
。

著
者

に
よ
れ
ば

、
今

昔
物

語

の
霊

異
記
受

容
は
文
芸

性
を

そ

こ
な
う

等

の
不
十

分
な
面

が
多
く

、
そ

こ
か
ら
今

昔
物

語
撰
者

の
常
識

人
的
性

格

を

う
か
が

お
う
と

し

て
い
る
ご

と
く

で
あ
る
。

以
上
、
簡

略

で
は
あ

る
が

一
応

の
内
容

紹
介

を
終

え
た
。
各

章

そ
れ
ぞ
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れ

の
新
見

が
見

ら
れ

る
が
、
中

で
も

日
本
霊

異
記
を

「
私
度
僧

の
文

学
」

と
す

る

通
説

に
対

し

て
そ
れ
を

否
定

し
、

「
等
流

果

(
因

に
応

じ

て
果
が

来

る
)

の
文
学

」
と
規
定

し

て
い
る
点

は
注

目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

(
著

者

に
は
、

本
書
執

筆
後

「
日
本

霊
異

記

等
流

果

の
文
学
」

愛
知

県
立
大

学
十

周
年

記
念
論

集

の
論

あ
り
。
併

せ

て
参

照

せ
ら
れ

た
し
。

)
著
者

の
所
論

は
既
述

の
ご
と

く
実

証
的

で
手
堅

く
説
得
力

が
あ

る
。
本

書

の
践

に
よ
れ
ば

、
著
者

の
霊

異
記

研
究
は

こ
れ

の
み

に
と

ゴ
ま

ら
ず
、

「
い
つ

れ
は

こ
の

ペ
ン
で
、

日
本
霊

異
記
を

文
芸
と

し

て
遇

す

る
注

釈
書

を
書

か

ね
ば

な

ら
な

い
」
と

の
由

で
あ
る
。

一
日
も

早
く

そ
れ
が
実

現

せ
ら

れ
ん

こ
と
を
鶴

首
し

て
待

ち
望
む

次
第

で
あ
る
。

最
後

に
、
要

領
を

得
な

い
紹

介

に
終

っ
て
本

書

の
真

価
を
十

分
伝

え
得

な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

思

う
。
そ

の
点
御
海

容
を

い
た

罫
け
れ
ば

幸

い
で
あ

る
。

(
昭
和

五
十

一
年

一
月

風

間
書
房

五

六
四
頁

一
一
四
○
○

円
)

受

贈

図

書

(
昭
和
五
十
年
四
月
～
五
十

一
年

三
月
)

日
本
古
典
文
学
大
系
30
50
駆
81
巻

日
本
霊
異
記
の
研
究

一
九
四
七
年

2

関
門
海
峡
周
辺
方
言
地
図

大
楽
歌
集

日
本
近
代
文
学
大
系

別
巻
総
索
引

宮
沢
賢
治
論

日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成

第
七
巻

説
話
の
語
文

広
島
県
太
田
川
上
流
域
言
語
地
図
集

京
都
語
辞
典

国
語
学
国
文
学
科

昭
和

四
九
年
三
月
卒
業
生

一
同

八

木

毅

青

山

光

雄

宮

本

登

坂

井

大

楽

角

川

書

店

境

忠

一

横

山

正

春

日

和

男

柴

田

武

井
之
口

有

一

法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引

梁
塵
秘
抄
総
索
引

五
山
版

(善
本
写
真
集
43
)

泰
西
日
本
記
集
2

(同
右

"
)

安
西
文
庫
目
録

日
本
の
空

(歌
集
ー
)

詞
林
金
玉
集
下
巻

(宮
内
庁
書
陵
部
)
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